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建交労全国トラック部会は、11 月 5 日の

交運共闘による国交省前宣伝行動、国交省・

厚労省・経産省への個人請願行動と結合した

中央行動を展開しました。ただ、今年の中央

行動はコロナウィルス感染防止のため建交

労全体の取り組みにはならずに、建交労トラ

ック部会を含む交運共闘としても代表参加

による行動とならざるを得ませんでした。 

従って交運共闘全体では 40名の参加者、 国交省前で交運共闘をアピール・トラック部会の仲間 

建交労全国トラック部会からは全国から 9 名の代表者、神奈川県南支部からは全国トラッ

ク部会幹事でもある大島書記長 1名のみの参加となりました。 

全国トラック部会の仲間は、交運共闘の仲間と関係３省へ

の個人請願行動を取り組んだあと、午後からの行動を打ち合

わせるために衆議院第 2議員会館に集合しました。 

午後の行動は代表参加者 9 名全員で“過労死防止対策の実

請願書を渡すトラック部会の仲間 行確保を求める長時間労働の

規制などトラック労働者の労働環境改善”と“改正貨物自動

車運送事業法による標準的な運賃の実行確保”などを求めて

国交省との交渉を行い、その後は同様の趣旨で厚労省交渉と

全日本トラック協会要請を 2組で実施、最後は再び全員で国

会議員（厚生労働委員）要請を行って行動を終えました。  国交省に要請書を渡す足立部会長 

 

 

 

 

 

 年末一時金闘争は 10月 28日の第 1回交渉で神田支部が前年比で 7229円ＵＰの 623,799

円の回答を引き出したのをはじめ、先行グループの首都圏集団交渉が 1 社を除く集団交渉

参加企業が第 1 次有額回答を提示するなど一時金交渉は全国で本格化しています。神奈川

県南支部の各分会は全国の統一闘争に結集し年末一時金交渉に全力を上げましょう。 

交運共闘 11.5中央行動（宣伝・請願）！

全国トラック部会は関係機関等に要請 

首都圏は神田支部 7,229 円ＵＰ623,799 円など

年末一時金統一闘争は全国で本格的交渉すすむ 

併せて別紙の『唯一の戦争被ばく国  日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名』を、

全組合員と家族・友人・知人の力を集めて推進しましょう。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 

 

 

 

内閣総理大臣 殿  

 

唯一の戦争被爆国 

日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名 
 

 

いま世界では、核兵器禁止条約の発効から核兵器廃絶へとすすもう、という声が広 

がっています。多くの国ぐにが被爆者の声に耳を傾け、「核兵器による安全」ではなく、 

「核兵器のない世界による安全」を選択し、核兵器禁止条約を支持し、参加しつつあ 

ります。 

唯一の戦争被爆国である日本政府は、核兵器廃絶の先頭に立たなければなりません。 

国内の世論調査でも、日本が核兵器禁止条約に参加すべきとの声は 7割を超えてい 

ます。日本政府がこの被爆者と国民の声に誠実に応えることを訴えます。 

 

私は、日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求めます。 

 

名  前 住         所 募 金 

   

   

   

   

   

 

 

  【取扱団体】                       

                                連絡先：署名事務局（原水爆禁止日本協議会） 

〒113－8464 東京都文京区湯島 2－4－4 

電話：03－5842－6031 

  

 

 

 この署名は、2020年 10月 29日、被爆者をはじめ各界・各層の代表 126氏のよびかけによりスタート 

しました。日本政府に提出します。ご記入いただいた個人情報は、この要請目的以外には使用しません。 

 

 
 

                              

建交労 神奈川県南支部 


